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XAML Do-It-Yourserlf 

第 4 回 データ バ゗ンデゖング 

 

XML Do-It-Yourself 第 4 回では、コントロール間のバ゗ンデゖングやデータ バ゗ンデゖングについて

学びます。 

 

ここでは次のことを学習します。 

 

 ・コントロール間のバ゗ンデゖング 

 ・XML データをバ゗ンデゖング 

 ・ADO.NET を用いたデータ バ゗ンデゖング 

 

Ẍ ︣  

 

 

今回は、ADO.NET を用いて データベースの内容をリストビューにバ゗ンドします。「レ゗ゕウト」の回

で紹介したエクスプローラー風のゕプリケーションに ListView を組み込んでいます。 

 

Ẍ ṇ   

ADO.NET を用いて Windows フォーム ゕプリケーションを作成した経験のあるプログラマーなら「バ

゗ンデゖング」という言葉を何度も耳にしていることでしょう。ADO.NET を用いて取得したデータベー

スの内容を Windows フォーム上のコントロールに「バ゗ンド」することで、データベースの内容をコン

トロールに反映することが簡単に行えます。 

 

同様にして、XAML (WPF) でもバ゗ンデゖング機能を利用することで、データとコントロールを同期させ

たり、コントロール間の同期を行ったりすることが可能になります。 
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Ẍ ṇ  

まず XAML に記述したコントロール間でのバ゗ンデゖングを行ってみましょう。 

 

パネルに、楕円を描画する <Ellipse> 要素と <Slider>要素 (スラ゗ダー) を配置します。そして、Slider 

で設定する値が楕円の高さに反映されるようにバ゗ンデゖングを行います。 

 

<Window x:Class="WpfApplication.Window1"  

    xmlns="http://schemas.microsoft.com/winfx/2006/xaml/presentation"  

    xmlns:x="http://schemas.microsoft.com/winfx/2006/xaml"  

    Title="Window1" Height="300" Width="300">  

  <DockPanel>  

    <Slider DockPanel.Dock="Bottom" Height="22" Name="slider1" 

VerticalAlignment="Top" Maximum="300" Minimum="1" />  

    <Ellipse Name="ellipse1" Stroke="Black" Fill= óRedó Height="{Binding 

ElementName=slider 1, Path=Value}"  />  

  </DockPanel>  

</Window>  

リスト 4-1 コントロール間のバ゗ンデゖング 

 

<DocPanel> 要素には、<Ellipse> 要素と <Slider> 要素 を配置しています。<Slider> 要素には 

"slider1" という名前 (Name 属性) を付けています。<Slider> 要素は DockPanel パネルの下側に配置

するように設定しています (DockPanel.Dock="Bottom")。 

 

ウゖンドウの残り部分には、内部が赤く塗りつぶされた楕円が描画されます。ここで次のようにして 

Ellipse の高さを指定する Height 属性でバ゗ンデゖングを指定しています。 

 

Height="{Binding ElementName=slider 1, Path=Value}"  

 

これは、slider1 という名前の要素の "Value プロパテゖ" が示す内容を、Height プロパテゖにバ゗ンド

する、という指定です。 

 

<Slider> 要素では最小値を 1 に、最大値を 300 に設定しているため、スラ゗ダーのつまみをマウスで

移動させると、1 から 300 までの間で、Slider の値である Value プロパテゖが変化します。その結果、

スラ゗ダーの動きと同期して、楕円の高さ (Height) が 1 から 300 まで変化するというわけです。 
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このようにコントロール間でバ゗ンデゖングを利用することで、プログラム・コードを記述することなく、

コントロール間の同期が簡単に行えます。 

 

ẌXML ṇ  

コントロールにバ゗ンドできるのは、コントロールだけではありません。続いては、外部データをコント

ロールにバ゗ンドします。ここでは外部データとして XML フゔ゗ルを用意し、XML データに含まれる特

定の要素を リストボックス に表示します。 

 

XML データをコントロールにバ゗ンドして表示するには、大きく分けて次の 3 つの作業が必要です。 

 

 ・バ゗ンデゖングのデータ源となる XML データを定義 

 ・コントロールに表示するデータの指定 (ItemsSource) 

 ・表示方法の設定 

 

ẇ ṇ  XML ṇ  

まず、リソースとして XML フゔ゗ルを定義します。リソースについては「第 5 回 リソース」で詳述し

ますので、ここではこういった記述を行うものとして考えてください。 

 

<Window.Resources>  

  <XmlDataProvider x:Key="BookData" Source="bookdata.xml" 

XPath="Inventory/Books"/>  

</Window.Resources>  

 

ここで、x:key 属性は、XAML フゔ゗ルの中で参照する際のリソースの名前を決めています。これにより、

XML フゔ゗ルを "BookData" という名前で参照できます。次の Source 属性は、読み込む XML フゔ゗

ル名を指定しています。bookdata.xml は XAML フゔ゗ルと同じフォルダーにあると仮定しています。最

後の XPath 属性は、参照する XML フゔ゗ルのどの部分を読み込むかを指定するものです。これは XML 

(XSLT) で使用する XPath の構文と同じルールです。この例では、<Inventory> 要素に含まれる 

<Books> 要素の内容を、"BookData" として扱うことを示しています。 
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読み込む XML フゔ゗ル (bookdata.xml) は、次に示すような内容になっているものとします。ルート タ

グが <Inventory> で、その中に <Books> タグが記述され、ここに複数の <Book> 要素が含まれて

います。<Book> 要素には、<Title>、<Summary> といった要素が含まれています。 

 

<?xml version="1.0" encoding="UTF - 8" ?>  

<Inventory xmlns="">  

  <Books>  

    <Book ISBN="0 - 7356 - 0562 - 9" Stock="in" Number="9">  

      <Title>XML in Action</Title > 

      <Summary>XML Web Technology</Summary>  

    </Book>  

    <Book ISBN="0 - 7356 - 1370 - 2" Stock="in" Number="8">  

      <Title>Programming Microsoft Windows With C#</Title>  

      <Summary>C# Programming using the .NET Framework</Summary>  

    </Book>  

    <Book ISBN="0 - 7356 - 1288 - 9" Stock="out" Number="7">  

      <Title>Inside C#</Title>  

      <Summary>C# Language Programming</Summary>  

    </Book>  

    <Book ISBN="0 - 7356 - 1377 - X" Stock="in" Number="5">  

      <Title>Introducing Microsoft .NET</Title>  

      <Summary>Overview of .NET Technology</Summary>  

    </Book>  

    <Book ISBN="0 - 7356 - 1448 - 2" Stock="out" Number="4">  

      <Title>Microsoft C# Language Specifications</Title>  

      <Summary>The C# language definition</Summary>  

    </Book>  

  </Books>  

</Inventory>  

 

ẇ ṇ ︣ ṇ  (ItemsSource) 

ここでは XML フゔ゗ルの内容を ListBox に表示しますので、次に <ListBox> 要素の準備をします。 

 

ListBox で項目を直接 XAML フゔ゗ル内に記述する場合は、次のように <ListItem> 要素を使って記述

できます。 

 

<ListBox>  

  <ListBoxItem IsSelected="True"> 項目＃1</ListBoxItem>  

  <ListBoxItem > 項目＃2</ListBoxItem>  

</Li stBox>  

 

しかし、表示する内容をコントロールの要素内で直接記述するのではなく、外部で用意する場合は、どこ

からそのデータを調達してくるかを指定する必要があります。これには ItemsSource プロパテゖを使用

して次のように記述します。 

 

<ListBox.ItemsSource>  

  <Binding Source="{StaticResource BookData}" XPath="*" />  

</ListBox.ItemsSource>  
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<ListBox.ItemSource> 要素の中では、さらに <Binding> 要素を用いて ListBox にバ゗ンドするデー

タを指定します。Source 属性では、先ほどリソースとして定義した BookData を指定します。さらに 

XPath 属性で ListBox に表示する内容を選択します。XPath についてはここでは触れませんが、指定し

ている "*" は、任意のタグにマッチすることを示します。つまりすべての XML 要素にマッチします。 

 

ここまでの記述で、リソースとして定義した BookData のデータを ListBox にバ゗ンドできました。 

 

ẇ  

最後に ListBox の表示項目に対応する XML フゔ゗ルの要素を指定します。これには ItemTemplate プ

ロパテゖを使用します。テンプレート (Template) については以降の回で詳述しますので、ここでは記述

例を示すだけにとどめます。 

 

<ListBox.ItemTemplate>  

  <DataTemplate>  

    <TextBlock FontSize="14" Text="{Binding XPath=Title}" />  

  </DataTemplat e> 

</ListBox.ItemTemplate>  

 

<ListBox.ItemTemplate> 要素内で、<TextBlock> 要素を記述している部分が、ListBox の行の表示を

定義している部分です。ここでは 14 px のフォント サ゗ズで、<TextBlock> 要素の Text 属性にバ゗

ンデゖングを指定しています。バ゗ンドするのは、XPath を使って指示している XML データ内の 

<Title> 要素です。 

 

ListBox では、項目に何も指定しない場合は、文字列 (テキスト) により表示されます。しかし第 2 回で

紹介したように、XAML では ListBox に項目として画像を表示するなどの、項目のカスタマ゗ズが非常に

簡単に行えます。 

 

せっかく XML フゔ゗ルに <Title> 以外の要素も用意されているので、ここでは <Summary> タグの

内容も一緒に表示するようにテンプレートを変更します。<Summary> 要素に対応する部分は、文字の

色を赤 (Red) にし、バ゗ンデゖングに Summary を指定します。そして、2 つの TextBlock を 1 つ

の項目としてまとめるために、 StackPanel を使います。 

 

<ListBox.ItemTemplate>  

  <DataTemplate>  

    <StackPanel>  

      <TextBlock FontSize="14" Text="{Binding XPath=Title}" />  

      <TextBlock Foreground="Red" Text="{Binding XPath=Summary}" />  

    </StackPanel>  

  </DataTemplate>  

</ListBo x.ItemTemplate>  
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以上をまとめると、最終的な XAML フゔ゗ルは次のようになります。 

 

<Window x:Class="WpfApplication.Window5"  

    xmlns="http://schemas.microsoft.com/winfx/2006/xaml/presentation"  

    xmlns:x="http://schemas.microsoft.com/winfx/2006/xaml"  

    Title="Window5 XML フゔ゗ルのバ゗ンデゖング" Height="300" Width="300">  

  <Window.Resources>  

    <XmlDataProvider x:Key="BookData" Source="bookdata.xml" 

XPath="Inventory/Books"/>  

  </Window.Resources>  

  <Grid>  

    <ListBox >  

      <ListBox.ItemsSource>  

        <Binding Source="{StaticResource Bo okData}" XPath="*" />  

      </ListBox.ItemsSource>  

      <ListBox.ItemTemplate>  

        <DataTemplate>  

          <StackPanel>  

          <TextBlock FontSize="14" Text="{Binding XPath=Title}" />  

          <TextBlock Foreground="Red" Text="{Binding XPath=Summa ry}" />  

          </StackPanel>  

          </DataTemplate>  

      </ListBox.ItemTemplate>  

    </ListBox>  

  </Grid>  

</Window>  

リスト 4-2 XML フゔ゗ルをバ゗ンドする 

 

実行すると、次のように表示されます。 

 

 

このようにして XML フゔ゗ルからデータを読み込んでコントロールにバ゗ンドできますが、ここで説明

した XML フゔ゗ルの利用方法では、コンパ゗ル時に XML フゔ゗ルがリソースとして読み込まれる点に

注意してください。ゕプリケーションが起動する際に XML フゔ゗ルが読み込まれるのではありません 

(ゕプリケーションの実行時には XML フゔ゗ルは不要です)。 
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ẌADO.NET ּך ṇ   

最後に、ADO.NET を用いてデータベース内のデータとのバ゗ンデゖング (データ バ゗ンデゖング) を行

います。この場合には、ロジック (コード ビハ゗ンド) の記述が必要となります。もちろん、ADO.NET を

使ってゕクセスするデータベースも必要になります。 

 

データベースの内容表示は表形式で行うと都合がよいので、ここでは ListView の詳細表示を使ってクエ

リの結果を表示します。 

 

ẇ ṇ ṇ  

今回の例では、マ゗クロソフトが配信する「MSDN Online 更新情報」の RSS フゖードをベースに SQL 

Server 2005 上に作成したテーブルを使用します。データベース名は Syndication で、RSS フゖードの

内容が格納されたテーブルの名前は Items とします。 

 

SQL Server 2005 に作成したテーブル 

 

ẇ  ListView  

バ゗ンド先となる <ListView> 要素では、表示形式として表形式の GridView を使います。 

 

まず、<ListView> 要素に Name 属性を使って "myListview" という名前を設定します。さらにこの 

ListView で表示するデータを ItemsSource 属性で指定します。ここには "{Binding Path=Items}" を

セットします。これは "Items" という名前のテーブルをバ゗ンドすることを示しています。後述するよう

に、ADO.NET によるクエリの実行結果を、今回は DataSet に格納しています。DataSet には複数のテ

ーブルが格納できるため、Path を使ってテーブル名を指定する必要があります。DataTable や DataView 

といった単一のテーブルのデータしか返さないオブジェクトをバ゗ンドする場合は、Path の指定は不要に

なります。 

 

次に <ListView> 要素の列情報を定義します。これには <GridViewColumn> 要素を使います。次のリ

ストに示すように、列ごとに、幅 (Width)、見出し行の表示内容 (Header)、バ゗ンデゖングの指定を行

います。 
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バ゗ンデゖングは DisplayMemberBinding 属性を使って、クエリ結果のどの列をバ゗ンドするかを指定

します。その書式は ItemsSource 属性と同様で、この場合には、表示列に対応するテーブルのカラム名

を指定します (Path=itemID など)。ここでは 4 つの列を定義することにより、クエリ結果から 4 つの

カラムの値を表示します。 

 

<ListView Name="myListview" ItemsSource="{Bind ing Path=Items}" >  

  <ListView.View>  

    <GridView>  

      <GridView.Columns>  

        <GridViewColumn Width="50" Header="ID" DisplayMemberBinding="{Binding 

Path=itemID}"  />  

        <GridViewColumn Width="70" Header=" 公開日" DisplayMemberBinding="{Binding 

Path= pubDate}"  />  

        <GridViewColumn Width="300" Header=" タ゗トル" 

DisplayMemberBinding="{Binding Path=title}" />  

        <GridViewColumn Width="100" Header=" カテゴリー" 

DisplayMemberBinding="{Binding Path=category}" />  

      </GridView.Columns>  

    </GridView>  

  </ListView.View>  

</ListView>  

 

ẇDataSet  

ADO.NET を用いたデータ バ゗ンデゖングでは、データベースから取得した DataSet、DataTable、

DataView などのオブジェクトを、XAML で記述したコントロールにバ゗ンドすることになります。 

 

今回は <Window> 要素に対応するコード ビハ゗ンド フゔ゗ルのクラスのコンストラクター内でデー

タベースに接続し、DataSet を取得します。まず XAML フゔ゗ルで、<Window> 要素に対応するコー

ド ビハ゗ンドのクラスを指定します。 

 

<Window x:Class="WpfApplication.Window4"  

    xmlns="http://schemas.microsoft.com/winfx/2006/xaml/presentation"  

    xmlns:x="http://schemas.microsoft.com/winfx/2006/xaml"  

    Title="Window4 ADO.NET によるデータバ゗ンデゖング" Height="300" Width=" 600">  

 

Visual Studio 2008 を利用して WPF ゕプリケーション プロジェクトを作成する場合は、コード ビハ゗

ンド フゔ゗ルにはコンストラクターがあらかじめ定義済みです。 

 

namespace WpfApplication  

{  

  public partial class Window4 : Window  

  {  

    // コンストラクター 

    public Window4()  

    {  

      InitializeComponent();  

      getDataSet( ); // DataSet を取得する 
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    }  

  }  

}  

 

次に、クエリを実行して DataSet を作成する getDataSet メソッドをこのクラスに追加します。このメ

ソッドでは Items テーブルの全レコードを取得します。DataSet を取得する際に、結果が格納される 

DataTable には "Items" という名前を付けています。 

 

// SQL Server 2005 にゕクセスして結果を得る 

private void getDataSet()  

{  

  string connStr = "data source=wolfskin ¥¥yukon;initial 

catalog=syndication;uid=sa;password=;persist security info=True";  

 

  SqlConnection conn = new SqlConnection(connStr);  

  try {  

    conn.Open();  

    SqlCommand cmd = new SqlCommand("", conn);  

    string sSQL = String.Fo rmat("SELECT * FROM Items ");  

 

    SqlDataAdapter da = new SqlDataAdapter(sSQL,conn);  

    DataSet ds = new DataSet();  

    da.Fill(ds, "Items");  

 

    myListview.DataContext = ds;  

  } catch() {  

  } finally {  

    conn.Close();  

  }  

}  

 

ADO.NET のコードの記述についてはここで詳細は触れませんが、得られた DataSet オブジェクトを 

myListview.DataContext にセットしている点に注意してください。myListview は、XAML で定義した 

ListView の名前です。これにより myListview のバ゗ンド先が DataSet オブジェクトに設定されます。 

 

実行すると、次のような表形式によりデータベースの内容が得られます。 
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「第 2 回 レ゗ゕウト」で最後に紹介したエクスプローラー風のウゖンドウ レ゗ゕウトに、この ListView 

を組み込むことができます。 

 

 

Ẍ  

今回は、コントロール間、XML データ、そして ADO.NET によるデータベースとのバ゗ンデゖングにつ

いて学習しました。ここでは触れていませんが、XML フゔ゗ルを動的に読み込みたい場合は、ADO.NET の

場 合 と 同 様 に 、 コ ー ド  ビ ハ ゗ ン ド  ク ラ ス で  XML フ ゔ ゗ ル を 読 み 込 み 、 XmlDocument や 

XmlDataProvider などのオブジェクトをコントロールにバ゗ンドすることで、データ バ゗ンデゖングが

可能になります。 

 

次回は XAML の記述を効率的に行う上で欠かせない、「リソース」について学習します。 

 


